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6. DI.Aのマルチフラクタル構造-のくりこみ群アプローチ

静岡大 ･工短大 長谷 隆

DI｣A表面のフラクタル構造は表面成長確率分布によって決定され,そのスケーリング構造

のグローヴァルな性質はIa-f･Lスペクトラムによって記述できる51)

本講演では,DLA及び一般化されたDLA(叩･mOdel)のマルチフラクタル構造を研究するく

りこみ群(2)を提案する｡この方法はDI.Aの表面に着目し,表面コンダクタンスを定義する｡

表面コンダクタンスOをくりこみ,回定点方程式 :o*-R(o*)を見出だす.このくりこ

み変換によって固定点での ｢セルの成長確率p"･*の multiplicativeprocessが得られるo

Pa(L)-pi,)*Pj(L/A),

(p乙(L):表面サイ トiでの成長確率,L:DLAのサイズ, A :scalefactor )

ここから一般化された次元D(q)がえられる:

D(q)ニ ー(q-1)~1∑ C*a〔log(Papa,乙*aq)/logb]α

C‡:異なったセルパターンの出現確率.

* :セルパターンα内の成長確率.P｡,iα

これよりα-Jスペクトラムを得る｡

フラクタル次元及びα-fスペクトラムのか依存性についても議論する｡
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